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循環血液量に関する研究は 1905年 Keith等が色素を創業以来，著じく簡易，安全，正確と
なり以来多数の報告.が見られるに至った。腎炎の分野に於ても Pleschその他内外の諸家の研
究に接するを得るが，通費して感ずる事は腎炎の際の血液量に就て諸家の結論する処は概して
簡単で有り，然もその結論の区々で有る事である。更に其の変動の有無或は様相，更に臨床像
と血液量の関係及び変動に際しての相互の量的関連に就ての解明の極めて少なく日.つネ充分で、
ある事が分る。如上の点に鑑みこ Lに著者は腎炎の血液量の態度並びにその変動の様相を究め
旦つそれと諸臨床像との関連を統一的に把握せんとして臨床的及び実験的検索を行うことにし
た。 
Walter'-Schmidtは「腎炎の血液量に関する成績
は一様でなく統一的の結論は見出し難いJと述べて
いるが，諸家の結論するところはこの言葉の知く区
々である。即ち腎炎の血液量の減少に重きを置く者 
に Rusznyak， Walter-Schmidt， Seyderhelm 
und Lampe，Waterfield，美甘等あり，一面に正 
常値を示すこと有るを認めると共に Rusznyak，
Walter-Schmidt， Waterfieldは稀に増加する事
もありとする。 Lundsgaardは増加する事なしとし.
減少値を示すか否かにはふれていない。叉増加に重
きを置く者に Plesch，Litzner und Sti1fr匂 d， 
Griesbach，Hartwich und May，竹林があり，
竹林以外は減少値を示すか否かに就ては触れていな
し、。叉浮腫時の血液量に就ては増加をし、う者なく多
くは (Seyderhelmund Lamp弘美甘其他〉減
少するとし一部の者は正常値をも認め'ている。叉
Sti1friedは急性腎炎の初期明らかに浮腫を伴うと
推察される時期の血液量を扱いその増加を認めなが
ら浮腫との関連に就ては言及していなし、。
次に血液量の斐動に就て観察している者は美甘，
竹林， Litzner und Stillfried， GtJesbach， 
Water五eld，Hartwich und May等であるが浮腫
との関連にまで論じている者少なく(美甘，竹林， 
Waterfield)叉検索も不充分で僅かに竹林が「血液
墨:に影響するは浮腫の程度でなくその動向であるJ 
と述べているに過ぎなし、。
血液量と血圧の関連は血圧允進時に血液量増加を
認めている者 (Plesch，Litzner und Stil1frieの
はあるが， HartwIch und May，Ruszuyakは関係
なしとしている。
叉尿量と血液量に就ては Waterfieldが浮腫減退
に際し血疑量増加すと述べている。
諸家のー症例に対する測定回数は Waterfieldが
少数例に数回行っている外は 1....2聞にすぎず叉扱 
っている例数も数例以下が多し、。叉浮腫による体重
増加をそのま Lに算出せる体重 kg当りの血液量は
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然らざる場合より相対的に俄値をとるべ<，か Lる 床界験と同じ，く血液量共他を測定した。(犬の馬杉
際の取扱も統一されていなし、。之等の点は諸家の結 腎炎作成に就ては林の論文を参照されたしつ
論を区々にしている見のがし得ない要素であると思 (B) 検査法
う。 血液量測定は色素法により色素はコンゴロートを
実験的には竹林，古川， Plesch等が何れも硝酸 用いストゥーフェンフォトメ{タ{により測定し
， 
ウラン腎炎に於て血液量増加を認めてしら。 た。(詳細は光藤の論文を参照されたい〉
実験法方及'(}検査法 血清蛋白量及ひやアルプミングロプリ y比はプノレ才 
(A) 実験方法 r 	 Vヒ浸漬屈折計を用い Reissの表より算出し，そ
り健康邦人の血液量及び臨床像 健康者として のアルプミシグロプリ シ比は血清の粘張度(へスの
医師，看護婦，学生等 28名(男子 13名女子 15名〉に 粘張度計による〉と上述の屈折計の読より茂在の胞
就て血液量，血竣量，血球量，血球容量，血清蛋白量及 折粘張曲線より算出した。
びそのプルプミユ/グロプJ]y比を測定し，それより 成 績
健康者の値を求めた，当血液量に就ては男女別々に (A) 健康者 28名(男子 13名女子 15名〉の血液
健康者の値を求め体重kg当りの数値を以ってした。 量，血竣量，血球量，血球容量，血、清蛋白量，その 
2)腎炎患者の血液量及び諸臨床像 腎炎の如く アルプミシグロプリシ比。

臨床像の症例及び経過により複雑なる相を走す疾患 CB) 腎炎患者 (ο18

に於ては血液量もそれに伴つて種々に愛動する事が 床{像象とそのZE動並びに相互の関連o
斐 
予想されるを以って，成るべく多くの症例に就て夫 (C) 犬の馬杉腎炎く6例〉の血液量及び諸臨床像
夫頻回の測定が望ましし、。そこで各期の腎炎に就て と其の~動並びに相互の関連。
その経過を追って血液量，血疑量，血球量，血球容 (A) 健康邦人の循環血液量及び諸臨床像
量，浮腫，体重，尿所見 (1日量，蛋白量，枕澄〉 血液量(表 1，2，3，4参照〉健康者対照男子 13名
血清蛋白星そのアルプミシグロプ ]}y比，赤血球 女子 15名計 28名の成績は男子は女子に比し高値を
数，血液残余窒素量等を測定した。 示し，正常値動揺範囲の平均値は血液量男女夫夫 
3)実験的腎炎に於ける血液量及び諸臨床像 諸 85.2 cc及び 70.7cc，血竣量 44.2及び 40.8cc.血球
家の実験は硝酸ウラン腎炎によるものであるが，か	 量 40.9cc及び 29.9cc，血球容積比 48.3及び 42.5%
与る中毒性腎障碍は臨床的腎炎との対比に際して満 である。この成績は血液量其の他の各項目に於て光
足のものとは言い難し、。そこで著者は犬の馬杉腎炎 藤の成讃と近似であって，叉平均値に於て古川，伊
に就てその発症の前後にわたりその経過を追って臨 藤， WaIlheimに近い値を示してし、る。
第 1表 健康者の血液量共他及び血、清蛋白量
~姓t:l
石 O 19 58.0 51.1 
有 O 20 59.0 51.1 
朝 O 21 60.5 50.0 
磯 O 19 61.0 51.7 
0橋 20 55.0 48.9 
0川 21 61.2 51.1 
男 10島 21 60.2 50.6 
0 岡 22 59.6 46.7 
宇 O 30 605 47.2 
手 O 20 55.0 48.2 
石 O 32 520 43.9 
小 0 30 54.0 45.0 
矢 0153 54.0 41.1 
87.5 42.8 44.5 2.47.46 
88.5 43.3 45.2 1.57.42 
85.6 42.8 42.8 8.28 2.33 
41.7 7;6386.4 44.7 1.86 
41.581.4 39.8 8.06 4.14 
38.278.0 39.8 8.28 3.67 
74.1 36.6 37.5 7.63 2.55 
2.3ψ84.2 44.9 8.0639.3 
3.8884.1 44.4 8.2839.7 
46.3. 7.4296.0 49.7 3.00 
8.0650.6 3.1790.1 31.5 
7.20 2.13.91.1 50.1 41.0 
32.4 7.8081.0 48.4 2.69 
5077.5 
5220.5 
5173.2 
5269.0 
44.68.5 
4774.6 
4461.3 
5017.3 
5090.0 
5280.0 
4686.3 
4920.9 
3646.2 
2595.02482.9 
2667.52552.7 
2586.62586.6 
2724.12544.9 
2185.12283.4 
2439.82334.8 
2257.42203.9 
~2343.12674.2 
2402.52687.5 
2585.02695.0 
2057.3 
2147.6 I 1498.6 
2629.0 
第 4号 千葉医学会雑誌 -425ー 
0木 31 48.0 
大 O 33 50.5 
，10瀬 35 51.0 
因。 23 51.0 
高 O 23 50.4 
槽 O 40 61.0 
官。 45 45.2 
女 大 O 32 50.0 
小 0 23 54.0 
因。 24 58.0 
o 1J 24 51.0 
0田 24 51.0 
工 O 25 60.0 
高 O 24 54.0 
小 0 22 52.0 
43.3 
45.6 
42.2 
43.2 
45.6 
36.7 
41.1 
40.0 
40.0 
42.2 
46.1 
44.0 
43.9 
42.8 
42.0 
3650.6 
3954.4 
4263.6 
3566.3 
3185.8 
4154.1 
3157.6 
3220.0 
4163.3 
3810.6 
3321.0 
3315.0 
4263.1 
4412.4 
3291.6 
41.1~男子(13例〉動揺範閤 51.7 
36.7~女子(l5f9の動揺範囲 46.1 
一一一
‘ 48.3男子平均値
42.5女子平均値
男女平均値 
2069.9 
2151.2 
2463.3 
2{)22.1 
1733.1 
2629.1 
1858.9 
1930.0 
2462.0 
2204.0 
1790.0 
1856.4 
2391.6 
2523.9 
1908.4 
一
1580.9 
1803.2 
1800.3 
1544.2 
1452.7 
1525.0 
1297.8 
1290.0 
1646.3 
1606.6 
1531.0 
1458.6 
l司 
1871.5 
1888.5 
1383.2 
ーーー・ 
一一'一一一 
76.1 
78.3 
83.6 
69.9 
63.3 
68.9 
69.9 
64.4 
75.9 
65.7 
65.1 
65.1 
71.1 
81.7 
85.2 
70.7 
77.2 
43.1' 
42.6 
48'.3 
39.6 
34.4 
43.1 
41.1 
38.6 
45.6 
38.0 
35.1 
36.4 
39.9 
46.6 
44.2 
40.8 
329 
35.5 
35.3 
30.3 
28.8 
25.0 
28.7 
25.8 
30.4 
27.7 
30.0 
28.6 
31.2 
35.0 
40.9 
29.9 
7.20 
8.71 
8.49 
9.20 
9.15 
7.42 
8.06 
8.39 
8.92 
9.18 
8.49 
8.71 
7.74 
87.1 
1.63 
2.03 
2.22 
2.45 
2.70 
4.0 
3.0 
2.0 
2.5 
2.05 
2.22 
2.57 
3.0 
. 3.16 
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第 3表 外人報告例(健者血液量) (色素法による〉
竺三者同恒三竺_l竺竺=~~(き〉季 i巧壁一1_1Jln~_~竺J_竺旦竺-
keith，RownU附 I78.5--ωo 1 42.0--57.0 l' ，1 18 Iピタルロート ree & Brow 
平均 j / 85.0 ， j 50.0j 1 1 
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第 4表 健康者に於ける血液量の動揺
体重
姓年令測定日
(kg) 
21jV 61.0 
合 21 
5/Vl 61.5 
合 19 
21/V 55.0 
25/Vl 54.7 
血容球量全咋峨量全血球量悪休事重噂 | 血液量斐動1kg当曹り! 
(%) (cc) I(cc) (cc) 
5L7 5269.0 2544.9 2724.1 86.4 
51.0 5166.0 2533;8 2632.2 84.0 
48.9 4468.5 81.4 
49.2 4622.2 2346.7 I 2275.5 84.5 
41.7 
41.2 42.8 士1.4%(2.4cc) 
39.741.5 
41.642.9 士1.9%(3.1 cc) 
25/V 59.6 46.7 5017.3 2674.2 2343.1 
合 21 5/Vl 60.6 46.2 5173.2 2783.4 2889.8 85.5 I 46.0 39.5 !+1.3cc，+1.54%(:t0.77%) 
6/羽I 59.0 47.2 4908.8 2590.1 2318.7 83.2 I 43.9 39.3 I-2.3 cc，ー 2.7%(土1.35%)
血清蛋白量は 7.2~9.2%，そのアルプミシグロプ 
P シ比は1. 5~4.0 を示す。血液残余窒素の正常値は
20~35mg% とす.0 
(B) 臨床実験は体重浮腫の態度により 3群に
分けて検討するが使なるを知り 
A群浮腫獄退体重減少する場合 (8例，急性腎
炎 2例，慢性腎炎 6例〉
B群浮躍の出現叉は増悪により体重増加する場 
合 (6例，急性腎炎 1例，悪急性腎炎 1例，慢性腎
炎 4例〕
C群浮腫軽度か或は存在せず体重に著愛のない 
場合 (8例，慢性腎炎8例〉の 3群に分けた。向血 
液量，血疑量，血球量は浮腫を伴う場合は補正体重 
(浮腫を伴わない際の体重〉を以って算出し体重 1kg
当りの数値を以つでした。 
(A) 浮腫減退体重減少する場合 (8例表 5，6， 
7，8，9参照〕
‘ (a)臨床像浮腫減退に件う体重減少は2例に於
て 4kg，他の 6 例は 7.5~20kg に及ぶ。尿量は乏尿
より著明な多尿期 (2000--2800cc)を終って正常値
に戻り，尿蛋白量及び尿沈澄所見は改善を見，血清 
蛋白量そのアルプミシグロプリン比はE常値を越え
ない範囲にて増加に向うか，或は減少値より正常備
に帰る。血圧は充進値より (290~160 mmHg)下
降を (8例中 6例〉示すものが多い。血液残余窒素
量は増値より正常に戻るものとあるが一様の愛化を
示さなし、。赤血球数は賛血なきもの 1例，軽度賛血
2例，中等度 3，高度 2で賛ー血を示すものが多し、。以 
上の如く諸臨床像は浮腫減退に伴い{也の臨床{象も多 
く之に件って改善の傾向を示す。 
(b)血液量其他に就て

血液量伐二つの相異る型の愛動をなす。

(1)正常値にあるもの〈例 5，6)は浮腫獄退に伴
い上昇して正常値以上に増加 (111cc +18%，119 
cc +24%…正常値上昇基準，以下同じ〉し浮腫消
失期と相前後して其の斐動方向を転じ低下して正常
値に戻る。 
(2)始め正常値以上に増加しておるもの(例1
104cc +10%，例 2 117 cc +24%，例7 112 tc 
+17%)は浮腫減退に伴い漸次下降して正常値に戻
り更に僅か減少 (69.9cc-4.2%，-72.4cc -1.7%， 
72.7 cc -1.4%…正常値下界基準〉し浮腫消失と相
前後して其の方向を転じ正常値に戻る。以上の斐動 
は浮腫高度なる 6 例中 5 例に見られ例 3 は (2) の~ 
君事jに準ずる。向残余の 2例は浮腫軽度でその斐動は
一方向のみが見られる。
血液量は8例中 6例，血疑量は 8例中 7例 (54-
94 cc +30-+69%)に経過中増加を見，大部分著
明に増加するにか Lわらず血球量p 血球容積比の正
常以上の増加は一度も見られず正常値か或は被少値
を示し，血球容積比は始め正常値にあるは 1例のみ
である。叉血疑量の斐動方向は血液量のそれと一致
しおり，以上により血液量愛動の主なる役割を演ず
るは血竣量である如くである。
第 4号 千葉医学会雑誌 -427ー
-第 5表.一体重減少例に於ける血液量(第7表参照〉 
^ ^ 全 |当 日一体一室T稿、ー 整係一一室
症 血 1kg 当り 1kg 当り球 目一一一一一一一一~一一一一一一
研4 
量 
1 
l合 ; 
中 
7 jJill 

島
血疑量増加は貧血による代償的増加もあるが例 水血症を見，後正常に復帰するが見られ，・始め減少 
1，.2 (急性腎炎〉は賛血なく血球量は概ね正常を維 している血球容積比 (36.7%)の上昇して正常値に
持し血疑量のみの増加にく66ム 74tc)による真の 昇るを見る。
5 
7 
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第巳表 体重減少例に於ける諸臨床像(第 8表， 9表参照〉
底|血蛋|血12 血 匝会|工口L_
警| 白|潜没ナ| 液|赤白円去
量|清量|蛋ご1 残|血血鎚 
球球柱胞1.余素
192~110 I45 I+t+件+ 
182~120 1 75 I ++++ 
190~130 1 40 I十+一+ 
180~130 I70 I十一++ 
155~115 32 Iー +++1 
庄
(g)1(%)I白v'.etI 
59.0 117.0 1 400 1 4.0 5.68 0.67 I184~102 I40 I++++ 
52.5 86.0、 6.77 2.30 1 190~120 I 1一+一一2 笹lJj:lf
48.0 
12500 1 2.5 
69.9 I 1500 I 1.5 7.42 2.00 I 134~ 90 I32 I一一一一 
+一一一I 1. 18 1126~ 90 木 47.0 89.9 I1000! 0.2 8.06 1.
鈴 25/5 I十件 53.2 76.6 800 
3 合 1191 2/6 1+ 41.0 63.1 2000 
木 41.0 86.2 8OO リljilztJ三i
|ド1/引朴 64.5 81.7 1800 
I7/1 I掛 67.0 97.0 2400山 両  
合同6110/11 + 
129/1 I+ 
原 14/2' I+ 
23/7 I冊 
29/7 I件
、61林|合|叶凶8I+ 
28/8 
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第 7表主として体重減少例 第 8表主として体重減少例
総例数 8例(全例浮腫あり〉 総例数 8例(全例浮腫あり〉
前休霊 前体重
不安相|体重減少相 _1後体重不安相 増加層体重減少相 後体重不安相
一、
主主ミh フで:::
血iI(量
第 9表
例番号
. 

.同 
_:_430-;:- 千葉医学会雑誌 第 31巻 
f 
(B) 浮腫の出現増悪により体重増加する場合 正常かその上昇附近にあり浮腫の出現増悪により上
(表 10，11，12，13，14参照〉 昇増加するもの(例 11，12，13，14，15夫夫 114， 
a.臨床像 体重増加は例 10，11は夫夫 13 kg， 110，112，101，102 ~c 即ち+ 5.2% --33%)多く何
11.5 kg他の 4 例は 2--3kg，尿尿.量は乏尿のま~ ~，にこ留 れも正常値以上に増加す (6例中 5例〉体重増加の
るカか、正常値より減少するものが多く.(6例中 5 更に進行する例 11は次で血液量は下降して正常値
尿蛋白量尿沈澄所所e見に改善の徴なく血清蛋白及びび、そ に戻る。血液量の正常値以下の減少は例 15 (65.7 
のアノルレプミンググ、ロプリ y比は正鵠常戸獄少キ相目半ばし著2斐E cc)に一過性に見られるのみである。
を見なし、、。血圧は一般に多少充進し (ο12μ4mmHg 血疑量は血液量と共に増加するもの多く (6例中 
1臼5才--21主叩OmmHg心)3例に共の後上昇を見る。赤 4例， 例 11，12，13，14夫夫 55，60，73，68 cc・・・十8 
血球数，軽度たる赤血球増多2例，正常 1例，軽度 -+50%)血球量も増加するもの比較的多い。
貧血2例，中等度 1例等区々である。 以上により浮腫の出現，増悪により血液量は増加
即ち諸臨床像は軽度なる悪化が見られる。 しく+5.2--+33%)更に浮腫の増す時正常値に戻る
b.血液量，血疑量，血球容積比 血液量は始め ことあり。
第 10表 体重増加例に於ける血液量(第 12，14表参照〉
症II I月|浮|官官一義 I273f十-i-'九日f号FF7-寺
山性i日|腫包-ZJZ|(Ei〈ElZ〉lま|ま[まま閣ま 
1|;♀ 
JlJj;l:|;:|;;:l;:lz;I2121;:12127|;:l2127 

11月 1+十154.01 550.61 48.9 1 4646.0 1 2374.1 1 2271.9 1 86.01 44.01.42.11 87.71 44.81 
丸 1 126/8 1骨 157.41 584.01 51.7 1 6052.6 1 2923.41 3129.2 1105.41 51刈54.51114.01 55:0 1 
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第 12表主として体重増加例 第13表主として体重増加例
総例数6例 C全例浮腫あり〉 総例数6例(全例浮腫あり〉
体重前不愛相 体重増加相 ザネ品目 ! j，，~加主相
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第 14表 主として体重増加例
，2~丈三三フ
H 
重本'AI 
血液量を 
‘ 
血祭量
8
せに 
dqa
噌 i 
21 . 
0 
qLRU
品 。
噌目ム
ワ臼民 
υS
唾 
1i 
4701E
ゐ
円必司 
L
品目。 
4 
0 
qLqA
品 。
022 
17 
0 
号番
血液量
血球量
量
血清
蛋白量
研リ
重体
尿
第 4号 千葉医学会雑誌 -4'33ー 
(C) 浮腫軽度か或は存在せず体重に薯愛ない場
合 (8例中 4例に始め軽度の浮腫あり〉表 
15，16，17，18，19参照 
a.臨床像 体重は全例に著~を見ず尿量は概ね
正常値を示すが細かに検討するとその中に軽度に始
め滅少しているものが有るが，経過に伴う愛動は 
A，B群の如く著明でない。尿蛋白，尿沈澄は軽度
で血清蛋白量及びそのアノレプミシグロプ Pシ比は概
ね (8例中 6研の正常にあり経過に伴って上昇し減
少しおるものはE常値に向う。血液残余窒素は概ね
正常を示す。赤血球数は正常値を示すことが多い。
赤血球数は正常2例，軽度貧血 5例，高度貧血 1例，
以上により諸臨床像は正常か軽度の愛化を見るのみ
である。 
b.血液量其他 例 19に於て当初軽度の浮腫を伴
う際 1回増加(108cc)を見る外全例大略正常範囲
内に在り経過に伴って著斐を見ない。血竣量は例 20 
(66 cc)を除き始め浮腫を伴う時の外は概ね正常値
ピ在り血球量も例 20を除きほど正常値にある。例 
20は貧血高度で血液量正常 (78.4cのであり血疑量
の代償的増加 (62.1cc)を見る。
即ち浮腫なく体重に著斐のない場合，血液量は正ー
常値にあり貧血なきか軽度の場合血疑量も叉正常に
あり，貧血の著明の場合は血竣量の代償的増加を見
る。
向浮腫の有無、と血液量の値，血圧と血液量，尿量
と血竣量の関係に就ては，
(1)血液量測定 88回の中浮腫時の測定は 38回で
内正常 16回，増加 21回，減少 1回で浮腫のない時の
測定 50回の内正常43回，増加 3回，減少4回であ
る。即ち，血液量は浮腫の有意に関せず様々の値を
とり得るがi一般に浮腫ある時はE常値が増加して
おり浮腫なき時は正常値にあることが多い。 
(2)血圧と血液量の関係くa)充進せる血圧の下
20)，18，15，14，8，7，6，5，2，1例(例10'/降を見る 
の中 6例(例 1，2，5，6，7，8)に於て血液量も叉増
加値より正常に向って減少する。この 6例は(A)群
に爵し従って一般に浮腫減退に伴う充進せる血圧の
下降に際しては血液量も増加値より下降する。 (b)
血圧の上昇する 3例〈例 11，12，13)に於では全例
血液量の正常値より増加する。 (c)血圧に著衰のな
，22，21，19，，9，3例(例9い場合 1016 17， 23)の
中例 19を除き 8例に血液量の著斐が見られなし、。 
(3)尿量と血援量 (a)乏尿より多尿に向う 11 
4 2，，tl1(炉炉リ 3，6，7，8，9，18，19，21，22) 中7伊』
(1， 2，7，8，19，21，22)例は血媛量は増加値より正
常値に向って減少し例9は血疑量は増加値に留り例 
3は正常値にて不安のま Lで有る。即ち乏尿より尿
量増加に向う場合血疑量は増加値より正常値に向っ
て減少する (11例中 8例〉ことが多し、。 (b)尿量が
増加を続ける場合(例 5，14，20)例 5は血疑量は正
常値より一旦増加して後五常に向って減少し例 14
は増加値より更に増加し，例 20は増加せるま Lで
ある。即ち多尿の継続する際は血竣量も叉増加して
いる (3例中 3例)0 (c)乏尿を来す場合 3例(例 
10，11，13)の中例 10は血疑量不安例 11，13は血疑
量は増加に向う。叉乏尿を続ける場合(例 12，15， 
17) 3例共血疑量は増加する。即ち乏尿を来す場合
血疑量は増加することが多い (6例中 5仰の。 
(D) 動物実験(表 20--31参照〉
成績は総括して総括考按の項に述べる。 '.1
総括並T}に考按
腎炎に於ける血液量の態度並びにその愛動の様相
を究め，それと諸臨床像との関連を知らんとして臨
床的並びに実験的観察を行った。この目的のために
各期の腎炎(急性 3例，悪急性1例，慢性 18例)22
例に就て，その経過を追って血液量，血疑量，血球
量，血球容量ー及び体童，赤血球数，尿量，尿蛋白
-434ー 千葉医学会雑誌 第 31巻 
第 15表 体重不安例に於ける血液量〈第 17!19表参照〉
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第 16表
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第 17表主として体重不安例
総例数8例(内浮腫あるもの 4例〉
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第 18表主として体重不斐例
総例数 8例(内浮腫あるもの 4例〉
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第 19表 主として体重不定例 総例数 8例(内浮腫あるもの 4例〉
球量
量，尿沈澄，血清蛋白量，そのアルプミシグ、ロプリ
シ比，血圧，血液残余窒素等を測定した。叉，実験
的には犬に馬杉腎炎を発症せしめ之に就てぞの発症
前後にわたり経過を追って同様の観察を行った。
その成績は， 
A. (1)健康者対照 男子 13名女子 16名計 29 
名の成績は男子は女子に比し高値を示し，正常値の
平均値は血液量男女夫夫 85;2及び 70.7CC，血竣量 
44.2及び 40.8CC，血球量 40.9及び 29.9CC，血球容積
一比 48.3及び 42，5%である。
向，臨床実験に於て浮腫時の血液量その他は補正
体重 kg当りの数値を以ってすること与して，
第 4号 千葉医学会雑誌 -437ー 

第 20表第1例休重 7.4kg 合
 
e血清注射欄に於、て I は犬腎エムルジオ Yにして夫夫20回， 22回負疫した
Ç2"O~! Ç，2，，2~? I 
|10cc 20cc Iる家兎血清を 10cc，20 cc注射せりとの意味なり。 
I1仰 |18|20 122l23i24125i26127i 何 I10 
血清注射 j1(120ca〉c (2.02cα〉c 
体 重 (kg) 7.5 
血 圧 80 75- 85 80 77 92 105 110 98 95 90 
赤血球数(万〉 475.0 462.0 742.0 480.0 407.2 306.2 .366.0 332.0. 340.0 320.0 401. 
血球容量(%) 36.0 35.6 35.6 37.8 33.9 28.9 29.9 27.6 28.8 26.1 33. 
血液量(cc) 894;0 824.0 832.8 943.4 1341.4 734.9 1421.0 12300 821.0 754.7 849. 
血援量(cc) 572.2 530.7. 536.O 585.8 886.4 522.5 854.0 890.5 584.5 557.7 561. 
血球量(cc) 321.8 293.3 296.8 357.6 454.9 212.4 567.0 339.5 236.5 197.0 287. 
血清蛋白(%) 6.77 6.79 6.98 7.20 7.22 6.44 5.55 6.50 6.70 6.60 7. 
ア Jレゴミシ比 3.0 2.9 .3.5 2.8 2.7 2.0 2.2 2.5 2.5 2.7 3.グロ 事〉
尿 量(cc) 640 600・ 7QO 800 550 250 250 340 520 700 650 
一 一 + 十 + 十 + 尿蛋白 (g) ‘ s 
匂も〉 0.9 0.8 1.0 0.8 
161 
0.8 0.77 1‘ 
尿食塩 
(g) 5.76 4.80 7.0 8.0 4.准O 1.65 1:7 2.72 4.0 4.9 6. ， 
一 一 一
、、H日~， 白血球 一 一 一
澄上皮 一 一 一 一
円柱 一 一 一 一 
anυ 
qLAHdAU
内 400EUAU
。 
5 
1 27 j30 1. 34 J 30 j30 1 .1 29 
第 21表第1例 6例中 2例〉 
場ZF52vyd42 (ii)増加せる-値 (+10%，+17%，+22%)より
こ下降し，更に少しく減少しC-:-1. 7 
血液残余窒素 1 30 1 	 32' I I27 
多	 
正常値y 4%，-1.
%及び -4.2%…正常値下界基準〉後正常に戻るも
~...c.1l. 
，. 
，J.・・~. 
4・a
4・.J 
の(浮腫高度なーる 6例中 4例〉の 2様の斐動を示
すム向この際血液量斐動の主なる役割を為すは血竣
量で有って著明なる増加を(+30~69%) 示す。
車.nt' I.ご -1---12±±Tf 
1IA 昨 E ーーーー-ー --寸ー.:f-if Iー ーー一一ーヱ土土をーを一一一
みゑ~二三一斗ムユ由二心
(2)臨床的実験は 3群に分ち，
 
(a
的〉浮腫減滅，退消失により{休本重滅少の場合 (σ8例内
急性腎腎、炎 2 例，慢性 6 炉伺例飢H払[，体重滅少 9~19kg 6例，
':4k.ぷ3 均g2 
命血液量の褒動に伴し、尿量は乏尿より多尿期.を経
て正常に戻る。その他の臨床像は軽快に向う。 
.(b)浮腫出現，増悪により体重増加する場合 (6
例，急性腎炎 1例，亜急性1例，慢性4例，体重増
加 2例 10及び13kg，4例1.5--3.0kg) J 
血液量は増加 (+5.2%，+7.3%， +32%， +33 
%; +1臼9%る〉して正常以上上.に達し (σ6研肘:t5 
腫更に増加するに当り再び正常常F値に戻る (σ5例中 1
研のものあり九。血竣量は血液量と共に増加.c+8%る 
減少しその他の臨床像は軽度ながら悪化の傾向あ .υる.…凶	〈οi)正常値より増加に向い (+18%及び +24%
正常値上昇基準〉後正常に戻るもの〈浮腫高度なる り。
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第 22表第2例休重6.8kg ♀
何 1-6I:il-'9Inrl町 nrl町 JI町 nr_1 叫 nrI1玩同一雨戸 J 241m 
血清注射 l1f(107cのc (125c1〉c 
体重(kg) I 6.8 6.9 6.8 6.9 7.0 7.4 7.4 7.3 7.1 6.8 6.5 
血 圧 98 105 102 96 122 117 110 115 95 92 88 
赤血球数(万〉 531:2 521.0 532.0 528.0 555.2 542.2 505.0 500 '512.0 522.0 
血球容量(%) 41.3 40.5 41.1 41.1 433 42.2 38.9 41.1 40.0 42.2 
血液量(cc) 1102 1050 987 1019 841 1690 1349 885 897 1213.0 
血疑量(cc) '.647.9 625 581 600 ー' 824 538 701.1477 978 522 
血球最(cc) 455.1 425 406 419 364 712 524 364 359 511.9 
血清蛋白(%) 7.32 7.20 7.85 7.42 6.98 6.5 6.5 6.98 6.87 7.1 
325;:比 2.8 2.7 3.8 4.1 2.5 1.0 1.5 2.0 2.5 2.9 
尿 量(cc) 290 450 260 380 200 120 120 320 370 300 270 
一 一 一 0.05 0.0 
尿蛋白. 
(g) ー 0.20 0.241 O. 0.60 0.18 O. 0.2一 一 
0.63
1 0.9 
尿食塩(附 02町5|l 1.78 
1.25 0.66 1.1 0.81 
3.5 3.6 1.0 1.5 3.5 3.0 4.5 2.5(g) 
一一一
尿 赤血球 一 一 + + 十 + + 一 + 
枕 白血球 一 一 + + + + +‘ 十 + 
澄 上皮 一 一 + 十 一 + 一 + 
円 柱 一 + 一 + + 一 一
8 
n y円 。
血液残余窒素 j 4F D32 18 吐AqA 
第 23表第2例 
/1 .l" ~'l 
(c) 浮腫軽度が或は減退せず休重に著~なき場合 
(8例慢性腎炎〉
血液量，血竣量に著しい斐動を見ず，諸臨床像は 
不安か軽快の傾向を示す。一般に之等は症状の軽い
ものである。
(3) (a)浮腫の存する時の血液量測定 38回の内
正常 14回，増加 21回，減少 l回，浮腫なき際の測
定 50間，内正常 43回，増加 4回，減少4回であ
る。即ち一般に血液量は浮腫の有する時は正常増加
何れかであり，浮腫のなレ時は玉常値にある。 
(b)血圧と血液量の聞には密接なる関係が認めら
れ， (i)血圧降下に向う際血液量は増加値よ 2り正常
値に向って減少することが多いく10例中 6例…但し
この 6例は皆浮腫減退を伴う )0 (ii)血圧上昇する
際血液量は正常値より増加に向う (3例中 3例〉。 
(iii)血圧に著蕊のない際は血液量も叉斐動著明で
ない (9例中 8炉り。 
(c)尿量と血疑量 (i)乏尿より尿量増加を来す
際血竣量は増加値より正常値に向って下降する (11
例中 8例〉ことが多い。(ii)多尿の継続する際は血
疑量も叉増加している (3例中 3炉の。くi.i)乏尿を
来す際は血竣量も叉増加 (6例中 5例〉する。 
B. 動物実験
(1)方法 犬の実験的馬杉腎炎6例(合 4，♀ 2
例，体重 6.8kg~11.9 kg)に就て次の測定を腎炎発
症前後にわたり繰返し行った。即ち血液量，血疑 
量，血球量，血球容量，赤血球数，体重，血圧，血
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F
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一 
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第 3例休重 1 1.9kg 合
J 一一比一口02UMMM
l仰 
A
表 一 ー  
「 
M
18031645
唖 
一一一 ~r一一云云云正正引訂品司一一色u叩町im1「一-)いい 1γ 五O/ -~lιTγ寸γも ν' ' ' 一 ，2
O;527
FDri---dTQd9h
D419438525
L51aιlQ
αc222a03aa20
inupbqotu
dqu
0767985
( 1一一一同 ∞
、
司 
48163
円4
円 
、 守」唱 
E7ml/
U 
お針同氏 
一一一 
CK((((((( 
ii
尿蛋白|
(%) 二5l:;5125|::6|::;51Z6|;;4-(g) 
0.711 0.81 (%) 0.851 
尿食塩| | | | |12.13 2.72.641(g)1
山 
唱
射訓圧効矧叫叫吋鈎比吋
数量量量量白ご量
血体血赤血血血血血アグ尿生清重醐繍液疑球瀬町
n rnUQdnuqL
i
臼噌 
円 tnU
azoqA FDn4 OO
MO 
ロ 
;:tl::31221:::l::;lr|;:: 

~I 赤血球
21白血球
澄|上皮
'円柱
+ + 十[lili+ l + + 
j -45. jI .28
 -T---6;----j---~I--5-4--r~ ~4
血液残余1 Qワ J J窒 素I . ，U 
滑蛋白量及びアルプミシグロプ!J:Y比，尿量，尿食 第 
塩量，尿蛋白量，尿沈澄，血液残余窒素量等であ
る。血圧測定は Pバロッチ血圧計を用い撰骨動脈触
診法により，叉血液量は臨床実験と同じ方法によっ
た。
その成績は， 
(2) (a)尿蛋白は免疫血清注射後4-7日自に出
現し以後観察期間中消失せず，尿中赤血球及び円柱
は之と相前後して出現する。尿食塩濃度は著~な
し。血清蛋白量及びアルプミシグロプリシ比は尿蛋
白出現に前後して減少し観察期間中継続する。血液
残余窒素は腎炎発生と共に軽度の増加を見ることが
多い。
尿量は血、清注射後4-6日目噴より減沙し始め少
くとも 4~9 日継続し後快復するが，正常値を越えふ
るものは 1例のみである。
(b)血液量は血清注射後 4-9日目に著明に増加 
(+18+31+61+68+86+179%)し，
+41
， ， ， ， ， 後正
+61+59+89
，常に帰る。血疑量は血液量に伴って増加する(+12
25表第3例
'.1 
，?5" 
~.，ø 
る外多くは第2日目頃から始まる。血液量増加に先
行して血液濃縮を 2例に於て認める。 
(c)血圧は血清注射後 5-10日自に允進し始め 2 
-4日後に最高に達し後血液量下降より遅れて下降
例〉。6例中(6
(3) 
する
， ， ， ， 。血球量増加を1+252%)
例 (+27%)に見る。血液量増加は乏尿と同日に始
_(a)血圧と血液量 血圧と血液量は上昇下
降相伴って安動するく全研の。両者安動の時間的関係
s 
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第 26表 第 4例体重13kg 合 
r 
・字句 
27/1 I叩|何|何 I5/II )' 6/II I8/II卜3/II
血清注射 
4
18 cc 
13.0 12.9 13.212.5 13.5 14.2体 重(kg) 14‘5 
125115 120 112 125 135 160155血 圧 
パ 445.0 302.0452 430 412 320.0301.6 354.0赤血球数(万〉 
+ 
+ 
+ 
+ 
18.93.50 	 350 34.4 23.333.3 25.0 25.0血球容量(%) 
1762.0 189.4 1742.01698.2 1492.01772.4 3029.5 11595.0 血液量(cc) 
1
1165.3 1281.6 1223.4 1412.81124.7 1182.2 1119.0 2272.1 
+ 
+
血築‘量(cc) 
329.3616.7 612.4 371.6573.5 590.2 373.0 757.4血球量(cc) 
一 一
十
9
7.42 	 6.77 7.10 6.527.88 	 7.85 8.06 7.74血清蛋白(%) 
2.42アグルロヅア主リ	 シシ止レlt 3.2 2.8 2.6 2.74.0 4.0 3.0 
100 290220 120250 200 300 150尿 量(cc) 
2.00.8 1.2 
。 円A U  
2.5(%) 一一 一 一 
尿蛋白 
(g) 0.12 	 0.14 0.25 058一 一 一 
0.95 	 0.87 1.051.0(%) 80 。‘ 0.890.77 0.95 	尿食塩 
2.4・ 2.76(g) 2.2 1.74 3.15 1.16 	 1.67 0.8 
赤血球 一 ++尿
白 
白血球 一
沈
十 十上皮 一 一一 一 一
澄 円 柱T 一 一 一 一一 一 一
qGF D  FHUF 3
血液残余窒素| 
第 27表第4例	 (全例〉し，尿量増加に向う時血疑量は増値より減少
1.]' 	 に向う(全f:9tl)。両者愛動は時間的にもよく一致し且
つ著明であるが2例に於て尿量増加，血疑量減少の
関係はや L著明でなく叉時間的にも少しくずれるを
認めた。
以上腎炎の際の循環血液量の種々の量の問題並び
にその愛動の様相，及びそれと諸臨床像殊に浮腫，
利尿，血圧等の関係を追及し，更に動物実験により
腎炎発症の当初より検討Lヵ、与るアレルギー性疾患
と目される腎炎の臨床的事実を裏書きし病態生理的
方面を検討した。
尚文献の章に於て腎炎の血液量に関する諸家の見
解の区々なる事を述べたが，之は既に指摘した知く
例数並びに測定回数の不足による追求不充分のた
め，腎炎の撞々なる相に触れるを得ずその翼雑なる
は血圧上昇の際血液量の先行する事多く (6例中 3 全容をうかがし、得なかったものであり，又休重 kg
例〉同日 1例，遅延 2例，下降に際しては:血液量の 当りの血液量の算出にたいして浮腫による体重増加
愛動が先行する。 に関する考慮、に統一なく，更に結論の混乱を益した 
(b)尿量と血疑量 尿量減少に際し血援量増加 ものである事は争われない。
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第 28表第5例体重 8.7kg ♀
6/1I同定 1~28-/ii 1仰|刊 r-4)Jr寸玩 C I日-1~-li/ lII
(220 αc〉c血清注射 f1〈2130807c.c 
体重(kg)
血 圧 95 115 106105 100 101 112 115 
赤血球数日) 529.2 
102108 
516.8 522.4 563.4 552.4 549.2572.3 543.2 
血球容量(%) 45.2 44.4・ 47.8 44.4 
血液量(c吋 998 
44.4 47.8 47.8 46.7 46.7 45.4 
1016 1034 1200 1004 1014 1069 902 1128 1089 
血疑量(cc) 548 604.4 
血球量(cc) 450 
626 524 559 616564 575 570 506 
.485 484.6459 474 480 499 396451 " 512 
8.06 8.24 7.85 7.77 7.63 7.6 7.30 7.337.2血清蛋白(%) 
2，5 2.23.5 3.2 2.8 2.9 2.3 2.2 
尿 量(cc) 180 
1.8523;Z比
250100 110 200200 110 100150 150 
(%) 0.2 
尿蛋白|
(g) 0.05 
1(%) 0.05 1.2 0.82・ 
尿食塩|I 1.3 8 1.8(g) 1.
~ I赤血球 + 十 十 + 
竺|白血球 + 一卜 十 + + 
ず17 I 
ご|上皮 + + + + + + 
一'円柱 + I+ I+ I+ 
1 I 1. 25 31 I 58 I 42 1 32皇液残委| ，' 35
If 
第 30表 第 6例休重 7.4kg 
lflOZEEl|f(27-α〉-|ロ~~J_.:~!.り 14/JIT I 1円:~J_~叩 117/mI ~:山一 l 25/干-
血清注射 
.# 
体重(kg)1 1 7.4 1 7.4 1 7.3 1 7.421 7.6・ 7.5 I .7.5 I 7.45 I .7.25 
108 110 ;1113128125 1171σ2112 115 110血 圧 
422.8，449.2455.4 451.4462.4512.2 460.2477.2 478.4赤血球数(万) 489.0 
34.935.2 36.137.643.3 38.940.0 40.0 38.7 
， 776 
血球容量(%) 41.4 
'699.0621.2 721.0770670 830 921685血液量(c吋 672 
455.1402.5480:5 461.0564，6380 507465441血疑量(cc) 395.8 
243.9260.0289.5 218.5290 323 356.4310274血球量(cc) 276.2 
6.02血清蛋白(%) 6.82 6.98 7.30 7.35 7.00 6.55 6.56 ー 6.56 6~72 
2.50 2.72 2.823.1 2.72.62.61 2.7 1:レ ヅプリミロ‘Jアグ ェン: u 
280100170150 I250400 200290250尿 量(cc) 230 
-442ー ._ 
・v 
(%) 
尿蛋白 
(g) 
一
一 
千葉医学会雑誌
一 
- I - 0.5 1.0 
- - 0.1 0.15 0.68 
第 31巻
3.2 0;1 
0.~2 0.28 
(%) 
尿食塩 
(g) 
0.82 
1.89 
0.77 
1.93 
0.9 0.62 0.92 0.76 
2.61 2.48 1.84 1.14 
0.82 
2.05 
0.66 
1.12 
0.99 0.8 
0.99 2.04 
y 尿
沈
澄
赤血球
白血球
上〆皮
円柱
一
一
一
一 
一
一
." 
"，. 
一
一
一
一
一
一
一• • 
一 
一
一 
+ 
ギ 
+ 
一
血液残余|
窒素l
第 6例 
111 1'; 16 17 ，Jf1 tI. 
結 論 
、ー 
十
+ 
+ 
十
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
一 一
十
十
十 一
1).腎炎の循環血液量の種々の量及びその変動並びに浮腫，利尿，血圧等の関係を求めて之
を臨床的並びに実験的に追求した。 
2) そのため各期の腎炎患者 22例及び犬の実験的馬杉腎炎に就て経過を追って血液量，血
衆量，血球量，血球容量，体重，血圧，浮腫，尿所見，血清蛋白其の他を観察した。 
3) その成績は (a)一般に浮腫有る時血液量は正常或は増加を浮腫なき時は正常値を示す。 
(b)而して浮腫の出現及び減退に対して血液量は或る一定の関連を以て変動する。 (c)血圧と
血液量の動きの聞には並行関係が見られ尿量と血衆量の間には相反する動きの見られる事が多 
犬の馬杉腎炎に於ける観察ではよく臨床所見と一致するを見，叉殊に腎炎発症当初の(d)、。L
血液量其の他の所見を明にし得た。
(本論文の要旨は第 8回日本循環器病学会総会に於て発表した。〉
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2)	 グ H 5) u u 

158，1927. 41，1924. 

3) Litzner，Stillfried: Z. klin. 乱1ed. 112， 6) u Erg. inn. Med. 
1929. 27，1925. 
第 4号	 千葉医学会雑誌 -443-
7) Ha吋 wichu. May: Z. exper. Med. 51， 

5/6，1926. 

B) 	 1 : グ 53，
 
1927; 

klin. Wschr. 1920. 1.Ber9) Plesch: 

10) 1 : Z. exper. Med. 76，1931. 

11) 11: 1 89，1933. 

12) Plesch: Hamatologica. (Pav1a) IIJ，1933. 

40) Siozawa: Tohoku J. exper. Med.，45，1943. 

41) Oka: グ・ 32，3，4， 

1938. 

42) Hurukawa: Acta. scholae. med. Kioto， 

14，1931. 

43) Takahashi: Tohoku J. exper. Med.，25， 

5，6. 

44) P. KaIIos: Funktionelle Pathologie 
13) fI : Klin. Wschr. 1，1933. 

14) 1 : Z. klin. Med. 93，1922. 

15) Water宣eld: J. chin. Invest.，9，1931. 

16) 1 : J. Physiol.72，1931. 

17) Brown & Rowntree: Arch. intet. Med. 

12，44，1928. 

l8) n H 

35，1925. 

19) Keith，Gerachty & Rowntree: Arch. 

inter. Med. 16，1915. 

20) Linder，Lundsgaard & Van Slyke: J. 

exper. Med.，39，1914. 

21) Griesbach: Dtsch. med. Wschr.，43，1921. 

22) WoIlheim: 1 1927. 

'23) 9 H 56!，1930. 

24) H Klin; Wschr.，6J[， 1927. 

25) H H 1928. 

26) H Verh. dtsch. Ges.，inn. Med.， 

1928. 

27) グ : 1 1929.. 

1922.，1 1.45) Handb. Hamato

46) Lichtwitz: Pathologie der Funktionen 
u. Regulationen Le-iden，1936. 

47) Erwin，Becher usw: Lehrbuch der Spe~ 

ziel1en Patholog. Physiologie Tena，1935. 

48) Gibsoli U，John G. & WilIiam A Evans: 

J. clin. Invest.，16，1937: 

49) Clavin F. Kay: Arch. Path. 29，1940. 

50) John G. Gibson: J. c1in. Invest.，16，301， 

1937. 

51)光藤: 熊本医会誌， 13，12. 

3. ，1日血液病学会誌，:152) 

53) グ: 熊本医会誌， 14. 

54) グ Z 、グ 10~
 
55)美甘・前田?光藤: 日内会誌，" 21，7~ 

56)美甘: 日循環器誌，仇 7.
 
57)茂在: 東京医会誌， 37. 

58)楢原: 慶応医学， 19，6. 

59)呆村: 熊本医会誌， 17，4. 

60)官JI: 京都医会誌， 25，12: 

28) 1 : 
 1.193，116，.klin. Med.Z. 

29) Walter Schmidt.: Z. exper. Med.，58，'1928. 

30) Darrow: Soc. exper. biol.& Med.，12， 

1926. 

31) HeiImeyer: Dtsch. med. Wschr.，1930. 

23) 1 : Bioch. Zschr.，212，1929. 

33) Hermann Rein Hans Eppinger" Ernst 

Wollheim，R. Nissen: KHn. Wschr.，1933. 

34) Molloz: Dtsch. arch. klin. Med.，178， 

1936. 

35) Barcroft: J: Physfo 60，1925.
， 1.， 
36) Masu_gi: Beitr. path. Anat.，91，1933. 

37) グ : Klin. Wschr.，373，1935. 

38) Masugi， Sato， Murasawa & Tomizuka: 

Transact. Soc. path. Japan，21~ 1931. 

39) 1 

1 	 . 22，1932 . 

61) グ: 臨床医学， 17. 

62)竹林:愛知医会誌， 40，12. 

63) 1 : グ 40，10. 

64)安保: 日病理会誌， 22. 

65)野口: 東京医会誌， 56，3--4. 

66)竹内: 東北医会誌， 18. 

'	67)馬杉:千葉医会誌， 10. 

68)馬杉・富塚: 司，病理会誌， 22. 

69)馬杉: 臨床医学， 25. 

70)林: 千葉医袋誌， 18，6. 

71)渡辺:愛知医会誌， 32，6. 

72)大森:診断と治療， 21，3， 

73)小宮: 臨床血液学.
 
74)佐々: 腎臓疾患の病理及び療法， 8版.
 
75)中西: 白木循環器誌，，~15. 

76) 5兵盟 : v 16. 

4γ ，; 
